
目

次

告

示

○
令
和
二
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
三
号
）
の
要
領
（
財

政

課
）
…
一

公

告

○
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
三
八
地
域

県

民

局
）
…
二

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
二

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
上
北
地
域

県

民

局
）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

出
先
機
関

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
中
南
地
域

県

民

局
）
…
四

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
四

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏
名
変
更
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
上
北
地
域

県

民

局
）
…
四

教
育
委
員
会

○
青
森
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る

規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
教
職
員
課
）
…
四

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
職

員

課
）
…
五

公
営
企
業

○
特
定
調
達
契
約
に
係
る
落
札
者
の
決
定
に
関
す
る
公
示
qqqqqqqqqqqqqqq（
病

院

局

管

理

課
）
…
五

告

示

青
森
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
令

和
二
年
七
月
十
六
日
専
決
処
分
し
た
令
和
二
年
度
青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
三
号
）
の

要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 第187号令和２年７月27日 月曜日

第
百
八
十
七
号

令
和
二
年七

月
二
十
七
日

（
月
曜
日
）



公

告

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

青
い
森
総
合
建
設
株
式
会
社

二

代
表
者
の
氏
名

髙
橋
佑

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

八
戸
市
城
下
三
丁
目
一
三
の
一
七

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
九
）
第
三
〇
〇
七
〇
六
号

五

取
消
年
月
日

令
和
二
年
六
月
十
六
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゆ

ん
せ
つ
工
事
業
、
水
道
施
設
工
事
業
及
び
解
体
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ

り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

（ ）2青 森 県 報 第187号令和２年７月27日 月曜日

令和２年度青森県一般会計補正予算（専決第３号）

令和２年度青森県一般会計補正予算（専決第３号）は、次に定めるところによる。
（歳入歳出予算の補正）
第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ254,100千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
745,427,005千円とする。
２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入
歳出予算補正」による。

第 1表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補正前の額
千円

補 正 額
千円

計
千円

12 繰 入 金 17,395,601 254,100 17,649,701
２ 基 金 繰 入 金 17,121,644 254,100 17,375,744

歳 入 合 計 745,172,905 254,100 745,427,005

款 項 補正前の額
千円

補 正 額
千円

計
千円

７ 商 工 費 100,459,549 254,100 100,713,649
２ 観 光 費 2,864,548 254,100 3,118,648

歳 出 合 計 745,172,905 254,100 745,427,005

歳 出



一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
昭
栄
工
業

二

代
表
者
の
氏
名

松
山
昇
榮

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

五
所
川
原
市
大
字
湊
字
船
越
三
四
四
の
一
二

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
七
）
第
四
〇
〇
二
八
八
号

五

取
消
年
月
日

令
和
二
年
六
月
十
一
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

造
園
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

令
和
二
年
六
月
十
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ
り
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

漆
舘
建
設
株
式
会
社

二

代
表
者
の
氏
名

漆
舘
大

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

十
和
田
市
東
四
番
町
六
の
八

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
七
）
第
六
〇
六
号

五

取
消
年
月
日

令
和
二
年
六
月
二
十
二
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

建
築
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

令
和
二
年
六
月
一
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ
り
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
齊
下
産
業

二

代
表
者
の
氏
名

齊
下
喜
美
男

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

上
北
郡
七
戸
町
字
町
一
二

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
八
）
第
一
四
八
八
号

五

取
消
年
月
日

令
和
二
年
七
月
一
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

と
び
・
土
工
工
事
業
、
管
工
事
業
、
造
園
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業

の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

令
和
二
年
六
月
三
十
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
齊
下
産
業

二

代
表
者
の
氏
名

齊
下
喜
美
男

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

上
北
郡
七
戸
町
字
町
一
二

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
特
―
二
八
）
第
一
四
八
八
号

五

取
消
年
月
日

令
和
二
年
七
月
一
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
及
び
舗
装
工
事
業
に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
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七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

令
和
二
年
六
月
三
十
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す
る
。

出

先

機

関

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
目
屋

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
二
年
六
月
三
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

中
南
地
域
県
民
局
長

神

登
喜
彦

土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
枝

川
鶴
田
土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

西
北
地
域
県
民
局
長

西

村

達

弘

役
員
の

区

別

氏

名

住

所

退
任
の
年
月
日

監

事

坂
本

力

北
津
軽
郡
鶴
田
町
大
字
鶴
田
字
一
本
木
一
二
〇

の
一

令
和
二･
五･
九

土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏
名
変
更

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
奥

瀬
堰
土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
員
の
氏
名
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

上
北
地
域
県
民
局
長

楠

美

祥

行

役
員
の

区

別

氏

名

住

所

氏
名
変
更
の

年

月

日

理

事

旧
氏
名
中
屋
敷
鉄
男

新
氏
名
中
屋
敷
鉃
男

十
和
田
市
大
字
沢
田
字
下
洗
二
八
の
一

令
和
二･
六･二九

教

育

委

員

会

青
森
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号

青
森
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
四
十
六
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
四
十
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
青
森
県
立
学
校
の
教
育
職
員
（
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
を
い

う
。
）
（
以
下
「
教
育
職
員
」
と
い
う
。
）
が
正
規
の
勤
務
時
間
（
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
そ
れ
以
外
の
時
間
に
お
い
て
行
う
業
務
量

の
適
切
な
管
理
そ
の
他
の
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
在
校
等
時
間
か
ら
所
定
の
勤
務
時
間
を
除
い
た
時
間
の
上
限
等
）

第
二
条

青
森
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
教
育
職
員
の
健
康
及
び
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福
祉
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
り
学
校
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
教
育
職
員
が

業
務
を
行
う
時
間
（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
指
針
に
規
定
す
る
在

校
等
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
所
定
の
勤
務
時
間
（
法
第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る

日
（
代
休
日
が
指
定
さ
れ
た
日
を
除
く
。
）
以
外
の
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
除
い
た
時
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
時
間
の
上
限
の
範
囲
内
と
す
る
た
め
、
教
育

職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
を
行
う
。

一

一
箇
月
に
つ
い
て
四
十
五
時
間

二

一
年
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
三
百

六
十
時
間

２

教
育
委
員
会
は
、
教
育
職
員
が
児
童
生
徒
等
に
係
る
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量

の
大
幅
な
増
加
等
に
伴
い
、
一
時
的
又
は
突
発
的
に
所
定
の
勤
務
時
間
外
に
業
務
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
職
員
が
業
務
を
行
う
時
間
か
ら
所
定
の

勤
務
時
間
を
除
い
た
時
間
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
時
間
及
び
月
数
の
上
限
の
範
囲
内
と
す
る
た

め
、
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
を
行
う
。

一

一
箇
月
に
つ
い
て
百
時
間
未
満

二

一
年
に
つ
い
て
七
百
二
十
時
間

三

一
箇
月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
当
該
各
期
間
の
直
前
の
一
箇
月
、
二
箇
月
、
三
箇
月
、

四
箇
月
及
び
五
箇
月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
い
て
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
時

間
に
つ
い
て
八
十
時
間

四

一
年
の
う
ち
一
箇
月
に
お
い
て
所
定
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
四
十
五
時
間
を
超

え
て
業
務
を
行
う
月
数
に
つ
い
て
六
箇
月

（
そ
の
他
の
事
項
）

第
三
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に

必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
青
森
県
立
学
校
の
教
育
職
員
の
業
務
量
の
適

切
な
管
理
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
五

箇
月
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
五
箇
月
の
期
間
（
令
和
二
年
八
月
以
後
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と

す
る
。

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫
作
業
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」
を
「
ブ
ル
セ
ラ
症
、
結
核
、
ピ
ロ
プ

ラ
ズ
マ
症
」
に
、
「
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
」
を
「
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
症
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
感
染
症
等
防
疫

作
業
手
当
）
の
規
定
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

公

営

企

業

特
定
調
達
契
約
に
係
る
落
札
者
の
決
定
に
関
す
る
公
示

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
、
同
令

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

青
森
県
病
院
事
業
管
理
者

吉

田

茂

昭

一

物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

重
油
（
日
本
産
業
規
格

一
種
二
号
）

十
万
八
千
リ
ッ
ト
ル

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地
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青
森
県
病
院
局
運
営
部
管
理
課

青
森
市
東
造
道
二
丁
目
一
の
一

青
森
県
立
中
央
病
院
外
来
棟
三
階

三

契
約
の
方
法

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

カ
メ
イ
株
式
会
社
青
森
支
店

青
森
市
原
別
八
丁
目
七
の
一

六

落
札
金
額

一
リ
ッ
ト
ル

四
十
八
円
十
八
銭

七

落
札
者
を
決
定
し
た
手
続

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

八

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
二
年
二
月
十
四
日
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